平成２９年７月２４日
地域自立支援協議会
第１回幹事会　資料４
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小平市障がい者地域自立生活支援センターひびき主催
小平市地域自立支援協議会　共催

障がい者福祉講演会のご案内
（案）

「障がい者が地域で住み続けられるまちづくりを学ぶ」
　　　　～『地域生活支援拠点』をハードとソフトの面からとらえ直し、
福祉職従事者が市民と協働する福祉のまちづくりを展望する～


 (
講師
近影
)と　き　　平成２９年９月２５日（月）午後1時30分～3時30分

ところ　　小平市健康センター　４階　視聴覚室
（小平市学園東町1-19-12）
[image: img_message02.jpg]　　　　　
　 　　　　講　師　　綿　祐二（わた　ゆうじ）さん　　
日本福祉大学　福祉経営学部長
　　　　　　　　　　 社会福祉法人睦月会（むつきかい）　理事長

定　員　　50名（先着順）、入場無料　

　      申込み　　問合せ先へ　　　　　　　　　　　  　　講師の綿さん

問合せ　　小平市障がい者地域自立生活支援センターひびき
　         ＴＥＬ ０４２－３４１－６５５５
ＦＡＸ ０４２－４０２－０２５１
e-mail ;　hibiki@syakaifukushi.kodaira.tokyo.jp

　　　　　 備　考　　手話・要約筆記を準備します。お気軽にどうぞ。



 (
地域生活支援拠点って、
何ですか
?
)

 (
在宅で暮らす障がい者
と
その
家族には、
本人と
家族の高齢化
、障がいの重度化、さらに
「
親
亡き後」を
考えると地域生活に先行き
不安なことがありますよね。
準備が
できてい
ても
、生活の変化は突然に
始まる
ので
、
その時にどこかに相談
できると
安心ですよ
ね。
こんな
要望に応えて、
国が障害福祉計画策定の基本方針
で
明示し
、
小平市が
1つ整備したいと考えている
機能拠点です（資料）。
。
)






　  


資料：第四期小平市障害福祉計画　85ページより
（２）地域生活支援拠点等の整備
【国の基本指針の主旨】
 (
市の現状、考え方と数値目標
)・市町村または各都道府県が定める「障害福祉圏域」において、平成２９年度末までに、障がいのある人の地域での生活を支援する機能の集約を行う地域生活支援拠点等（地域生活支援拠点または地域の複数の機関が分担して機能を担う面的な体制をいう。）を、少なくとも１つ整備することを基本とする。

　 (
地域生活への移行等に係る相談、体験の機会・場の提供、緊急時の受け入れ・対応、担い手の専門性、地域の体制づくりなどの機能を備えた地域生活支援の拠点等について、地域自立支援協議会等の場を活用して検討し、平成
29
年度末までに１つ整備することをめざします。
)





 (
小平市は、
どんな
地域生活支援拠点を
つくる
の
ですか
?
)

 (
小平市は
委託しようと考えています
が、
機能も
担い手も
決まっていません。
利用は、おそらく相談からはじまるのですが
、
地域生活の体験や緊急時の
支援などを考えると
包括的な
支援ができる機能が必要
です。いつでも
、
多機能な
支援手段
に
つなげられる相談支援
という
大きな概念を具体化するには予算も必要です。
小平市地域自立支援協議会では、
できること
からモデル的事業として進めては
どうかという意見が
出ています
。
)
image1.png




image2.jpeg




